
平成２１年度

地方公共団体金融機構決算の概要

地方公共団体金融機構



１．平成２１年度決算のポイント

◆ 当機構設立後、初めての通年の決算である。
（会計期間：平成２１年４月１日－平成２２年３月３１日）

◆ 会計処理等は、原則として企業会計原則による。なお、地方公共団体健全化基金、
金利変動準備金等の機構特有の財務基盤に係る会計処理については、関係法
令の規定等による。令の規定等による。

◆ 経常利益は２,５０１億円。特別利益（準備金・積立金取崩し）２,３５０億円、特別損
失（準備金繰入れ）４,７６３億円を計上したため、純利益は８８億円。

◆ 資産総額は貸付金等２３兆１,８４９億円、負債総額は債券等２３兆１,２４３億円、
純資産総額は出資金等６０６億円を計上。
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◆ 貸付金利息等の資金運用収益が債券利息等の資金調達費用を上回ったこと等により、経常利益は２,５０１億円。
◆ 特別利益（準備金・積立金取崩し）２,３５０億円、特別損失（準備金繰入れ）４,７６３億円を計上したため、特別損益
は△２,４１３億円。
◆ したがって、平成２１年度の純利益は８８億円。

２．機構全体の損益の状況

①経常収益

５,５８５億円

資 金 運 用 収 益 ５,５８３億円

②経常費用
３,０８３億円

２,９７３億円
２億円
４６億円

資 金 調 達 費 用
役務取引等費用
その他業務費用

経常利益 （①－②）
２,５０１億円

特別損益（③－④）
△２,４１３億円

③特別利益
２,３５０億円

公庫債権金利変動準備金
取崩額

利差補てん積立金取崩額

２,２００億円

１５０億円

資 金 運 用 収 益

そ の 他

５,５８３億円

１億円

４６億円
２３億円
３７億円

その他業務費用
営 業 経 費
その他経常費用

④特別損失
４,７６３億円

金利変動準備金繰入額

公庫債権金利変動準備金
繰入額

２,２００億円

２,５６３億円

当期純利益 ８８億円
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① 経常収益

４５８億円

２０６億円

１億円

資 金 運 用 収 益

そ の 他

９億円管理勘定事務受託費* 1

２-ａ．一般勘定の損益の状況

◆ 貸付金利息等の資金運用収益が債券利息等の資金調達費用を上回ったこと等により、経常利益は４５億円。

◆ 特別利益、特別損失とも２,２００億円を計上 。したがって、平成２１年度の一般勘定の純利益は４５億円。

②経常費用
４１２億円

１３０億円
２１億円
２２億円
３７億円

資 金 調 達 費 用
そ の他 業務 費用
営 業 経 費
そ の他 経常 費用

１０億円管理勘定借支払利息*4

当期純利益 ４５億円

２３９億円
地方公共団体健全化

基金受取利息* 2

１０億円

１９０億円

管理勘定借支払利息*4
地方公共団体健全化
基金管理勘定繰出金*5

経常利益①－② ４５億円

勘定間融通
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③特別利益

２,２００億円管理勘定繰入金* 3

④特別損失

金利変動準備金

繰入額 ２,２００億円

（注２）＊を付した科目は管理勘定との間の勘定間融通科目であり、４頁の同じ番号の科目が相対科目である。

（注１）「管理勘定」とは公庫債権管理業務（公営公庫が貸し付けた資金に係る債権の管理及び回収業務並びにその付帯業務）に係る勘定
であり、「一般勘定」とは公庫債権管理業務以外の業務に係る勘定である。



②経常費用
３ ,１２１億円

２,８４３億円
２億円
２４億円
１億円

資 金 調 達 費 用
役務取引等費用
その他業務費用
営 業 経 費

９億円一般勘定事務委託費* 1

◆ 貸付金利息等の資金運用収益が債券利息等の資金調達費用を上回ったこと等により、経常利益は２,４５６億円。
◆ 特別利益２,３５０億円、特別損失４,７６３億円を計上したため、特別損益は△２,４１３億円。
◆ したがって、平成２１年度の管理勘定の純利益は４３億円。

２-ｂ．管理勘定の損益の状況

①経常収益

５,５７７億円

資 金 運 用 収 益 ５,３７６億円

④特別損失
４,７６３億円

９億円

２３９億円

一般勘定繰出金 * 3

公庫債権金利変動準備金
繰入額

２,２００億円

２,５６３億円

一般勘定事務委託費* 1
地方公共団体健全化
基金支払利息* 2

当期純利益 ４３億円

（注）＊を付した科目は一般勘定との間の勘定間融通科目であり、３頁の同じ番号の科目が相対科目である。

経常利益①－②

２,４５６億円

特別損益（③－④）
△２,４１３億円

③特別利益
２,３５０億円

２,２００億円

１５０億円

公庫債権金利変動準備金
取崩額

利差補てん積立金取崩額

一般勘定貸受取利息*4

地方公共団体健全化
基金一般勘定繰入金*5

１０億円

１９０億円

勘定間融通
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◆ 平成21年度の経常収益は２，５０１億円で、平成20年度決算額より３０３億円減少。
◆ 債券利息が１７８億円減少したが、貸付金利息が４３１億円、余資運用益が４１億円減少したこと等が要因。

２-ｃ．経常利益の状況

【平成20年度決算】 【平成21年度決算】

６,０３４億円

５,９６１億円

経 常 収 益

貸 付 金 利 息

５,５８５億円

５,５３０億円

経 常 収 益

貸 付 金 利 息
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６７億円
５億円

経 常 費 用

債 券 利 息
そ の 他

３,２３０億円

３,１３２億円
９７億円

経常利益（収益－費用）２,８０４億円

余 資 運 用 益
そ の 他

２６億円
２８億円

経 常 費 用

債 券 利 息
そ の 他

３,０８３億円

２,９５４億円
１２８億円

経常利益（収益－費用）２,５０１億円

余 資 運 用 益
そ の 他

経常利益は
３０３億円減少

（注） 平成２０年度決算の数値については、平成２０年度公庫決算・行政コスト計算書と平成２０年度機構決算の合算額である。
公庫分は税込方式、機構分は税抜方式となっていること等の理由により、単純に比較はできない。



◆ 平成２１年度末現在の資産総額は２３兆１,８４９億円で、平成２０年度末現在より１,８４６億円減少。
◆ 資産のほとんどを占める貸付金について、当期貸付額より回収額が１,８５０億円上回ったこと等が要因。

３．資産の状況

貸 付 金 貸 付 金 ２２兆３０２億円

【平成21年3月31日現在】 【平成22年3月31日現在】

２２兆２,１５２億円

１,８４６億円 減少

有 価 証 券

現 金 預 け 金

そ の 他 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

有 価 証 券

現 金 預 け 金

そ の 他 資 産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

９,８４４億円

１,４９２億円

１７１億円

２９億円

９億円

合計 ２３兆３,６９６億円 合計 ２３兆１,８４９億円
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８,７４８億円

２,５５５億円

２００億円

３０億円

８億円



◆ 平成２１年度末現在の負債総額は２３兆１,２４３億円で、平成２０年度末現在より１,９２１億円減少。
◆ 金利変動準備金及び公庫債権金利変動準備金の合計額が２,５６３億円増加したものの、負債の大半を占める債
券については当期発行額より償還額が４,４７９億円上回ったこと等が要因。

４．負債の状況

債 券 １８兆９,７８１億円 債 券 １８兆５,３４４億円

【平成21年3月31日現在】 【平成22年3月31日現在】

地 方 公 共 団 体
健 全 化 基 金

金 利 変 動 準 備 金

公庫債権金利変動
準 備 金

利差補てん積立金

そ の 他

８,９４６億円

２,２００億円

３兆７４７億円

１,２８８億円

２００億円

地 方 公 共 団 体
健 全 化 基 金

金 利 変 動 準 備 金

公庫債権金利変動
準 備 金

利差補てん積立金

そ の 他

９,０６９億円

４,４００億円

３兆１,１１０億円

１,１３８億円

１８０億円

１,９２１億円 減少

合計 ２３兆３,１６５億円 合計 ２３兆１,２４３億円
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５．純資産の状況

◆ 平成２１年度末現在の純資産総額は６０６億円で、平成２０年度末現在より７５億円増加。
◆ 平成２１年度における一般勘定の純利益４５億円、管理勘定の純利益４３億円を各々の積立金として計上
したものの、金利スワップ取引に係る時価評価損１３億円を繰延ヘッジ損益として計上したことが要因。

【平成22年3月31日現在】

地方公共団体出資金 １６６億円

【平成21年3月31日現在】

地方公共団体出資金 １６６億円

一般勘定積立金

管理勘定利益積立金 ３９５億円

繰延ヘッジ損益 △１３億円

５８億円

合計 ６０６億円

一 般 勘 定 積 立 金 １２億円

管理勘定利益積立金 ３５１億円

合計 ５３０億円
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一般勘定当期純利益 ４５億円

管理勘定当期純利益 ４３億円

金利スワップ時価評価損△１３億円



（参考） 平成21年度決算における主要勘定の状況

【貸 付 金】 【債 券】

【地方公共団体健全化基金】 【利差補てん積立金】

（単位：億円）

２２２,１５２ １２,９０６ １４,７５７ ２２０,３０２

前 期 末
残 高 ①

貸 付 額
②

回 収 額
③

期 末 残 高
① +② - ③

１８９,７８１ １９,４０９ ２３,８４６ １８５,３４４

前 期 末
残 高 ①

発 行 額
②
償還額等
③

期 末 残 高
① +② - ③

前 期 末
残 高 納付金等

基 金
運 用 益

利下げ補て
ん 所 要 額 期 末 残 高

①+②+③-④

前 期 末
残 高

取 崩 額
②

期 末 残 高
① - ②

【金利変動準備金・公庫債権金利変動準備金】
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８,９４６ ８５ ２４０ ２０３ ９,０６９

残 高
①

納付金等
②

運 用 益
③

ん 所 要 額
④

①+②+③-④

１,２８８ １５０ １,１３８

残 高
①

② ① - ②

２,２００ ２,２００ － － ４,４００

３０,７４７ △２,２００ １９０ ２,３７２ ３１,１１０

前 期 末 残 高
①

年 次 繰 入 れ
②

公庫貸付に係る
利 下 げ 所 要 額
③

公 営 企 業
債 券 借 換 益
④

期 末 残 高
①+②+③+④

金 利 変 動 準 備 金

公庫債権金利変動準備金


